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            地震、台風、大雨など災害はいつおこるかわかりません。「まだ大丈夫！」と 

思っているうちに災害が起こり動けなくなることもあります。だからこそ大切 

           なのは日頃からの備えです。園でもいざというときに備えて月に１度、火災や 

           （調理室や近隣住宅火災など様々な火災を想定して計画し実施しています） 

           地震などの訓練をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

   （画像はバケツリレーによる消火訓練の様子です） 

※お仕事などで出張へ行かれる際など、緊急時の連絡先を必ず教えて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

近年、ご家庭でやけどに関する事故についての状況を保護者の方にお聞きすると、 

〇ヘアアイロンでのやけど（カールアイロンをにぎってしまい手掌をやけどした) 

〇電気炊飯器でのやけど（炊飯の時に出てくる蒸気の上に手を当ててやけどした） 

などがあります。ストーブやたばこなど直接火に触れてしまうことはなくても、水蒸気やヒーターの吹き出し口

に触れてしまいやけどをする事故も増えているようです。乳幼児の起こりやすい事故を予測して未然に防いでい

きましょう。 

 

 

 

 

 

                          

すくすくげんき通信 

 「天高く馬肥ゆる秋」という言葉があるように、秋の空は高く感じるそうです。その理由は空気

に含まれる水蒸気やチリが少なく、雲が高い位置に浮かぶからです。一方で水蒸気が少ない分空

気が乾燥するので、風邪をひきやすくなる時期でもあります。空を見上げて秋を感じたら、こまめ

に水分補給をしたり、感染状況に応じてマスクを着用するなどの風邪予防対策をしてください。 

 

 

 


